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研究成果の概要（和文）：当該年度を通じてタイヒミュラー空間の幾何学について研究した．特に，極値的長さの幾何
学に交点数関数導入しそれが自然に境界内の測度付き葉層構造の上の交点数関数に拡張されることを示した．このこと
を応用して，Royden, Earle, Kra, Markovic，Ivanovらによる定理「例外的な場合を除き，タイヒミュラー空間の等長
写像群の作用が写像類群の作用と一致する」の別証明を与えた．さらにタイヒミュラー空間がグロモフの意味で双曲的
でないというMasurの定理の簡単な別証明も得た．さらにこの交点数関数を応用して単位円板からタイヒミュラー空間
への正則写像の剛性定理を与えた．

研究成果の概要（英文）：In this period, I study the geometry of Teichmuller space. I obtain the intersecti
on number in extremal length geometry of Teichmuller space. As applications, we have an alternative proofs
 of Royden-Earle-Kra-Markovic-Ivanov's result ``Except for few cases, the isometry group on Teichmuller sp
ace coincides with the extended mapping class group", and Masur-Wolf's theorem ``Teichmuller space is not 
Gromov-hyperbolic". I also obtain a rigidity theorem of holomorphic disks in Teichmuller space by using th
e asymptotic behavior of the Gromov product. This is an application of our Thurston theory to the study of
 the complex structure on Teichmuller space.
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１．研究開始当初の背景 
タイヒミュラー空間及びクライン群の変形
空間は自然な複素構造を持つ．有限の例外を
のぞき，タイヒミュラー空間上の双正則自己
同型群は写像類群と一致するため，タイヒミ
ュラー空間上の複素構造の研究は位相幾何
学を通したモジュライの理論と深く関連す
ると期待される．タイヒミュラー距離は自然
な複素構造の下で小林距離と一致するため，
タイヒミュラー空間の複素構造とタイヒミ
ュラー距離の幾何学が関連すると期待され
る．無限次元タイヒミュラー空間の複素構造
はベアス埋め込みにより有界領域として実
現されることにより得られる．ベアス閉包の
構造は単葉関数論と関連し深く研究されて
いるが，詳細な構造はほとんどわかっていな
かった． 
 
２．研究の目的 
上記の思想の下で，タイヒミュラー距離の幾
何学と複素構造の幾何学の関連について明
確にする．さらに，無限次元のタイヒミュラ
ー空間の複素構造の研究も義藤各写像の幾
何学により複素構造を解明する． 
 
３．研究の方法 
研究集会を主催，及び国内外の研究集会に参
加して研究者と交流する．さらに，必要であ
れば勉強会を開催する． 
 
４．研究成果 
(1) Gardiner-Masur境界と測地線の収束定理
を得た．そして境界点としての単純閉曲線と
一意的エルゴード的測度付き傭層構造の特
徴付けを与えた． 
(2) Gardiner-Masur 境界内に Busemann 点で
ない境界点を発見し Masur の定理『タイヒミ
ュラー空間は CAT(0)ではない』の別証明を得
た． 
(3) 極値的長さの幾何学に交点数関数を導
入し Thurston 理論を展開した．応用として
Royden-Earle-Kra-Markovic-Ivanov による
等 長 写 像 群 の 特 徴 図 家 の 別 証 明 と
Masur-Wolf の定理の別証明を与えた． 
(4) 自己等長写像の粗化（corsification）
を定義して距離空間としてのタイヒミュラ
ー空間を研究した．それによりタイヒミュラ
ー空間を用いた（拡張された）写像類群の新
たな表現を得た． 
(5) 極値的長さの測度付き測地線層の空間
上の微分公式を得た． 
(6) 上記の Thurston 理論を応用して単位円
板からタイヒミュラー空間への正則写像の
剛性定理を得た． 
(7) 漸近的タイヒミュラー空間の境界に無
いジョルダン領域を発見して，単位円板の漸
近的タイヒミュラー空間に対する Bers の稠
密生定理に対して，新たな否定的解答を得た． 
 
５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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